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～つなぐ～
喜多方市では古代文字（漢字）を活かした
まちづくりを行っており、『繫』は喜多方
建設事務所を表した古代文字で、地域との
繫がりを大切にし、地域の想いを形にする
姿をイメージしたものです。

◆喜多方建設事務所では、会津若松建設事務所と合同で、
大規模自転車道「大川喜多方サイクリングロード」の整備
や、利活用に向けた検討を進めています。
◆６月20日に、市町村の担当者や自転車関係団体の方と
合同で、試走会を行いました。
◆熱塩温泉をスタートし、ゴールの芦ノ牧温泉まで約
47kmを走破しました。
◆今回の試走会では、昨年度整備した案内標識や矢羽根型
路面表示の施工状況を現地で確認するとともに、今後の整
備や利活用に向け、意見交換を行いました。

◆市町村担当者や自転車関係団体
の方との意見交換会を行いました。

◆矢羽根型路面表示の試験施工や
利活用に向けた今後の広報につい
て議論しました。

◆矢羽根型路面表示の試験施工結果について、
段差やすべりやすさなどを確認し、どの材料による
路面表示が大川喜多方サイクリングロードの整備
にふさわしいかなどを検証しました。

出典：喜多方建設事務所ホームページサイクリングマップ
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/
attachment/220983.pdf

◆道の駅「あいづ湯川・会津坂下」
に設置されたサイクルスタンドの使
用感を体験しています。

◆大川喜多方サイクリングロード沿
いにある２つの道の駅は、休憩な
どの拠点施設としての機能が期待
されます。

◆大川喜多方サイクリングロードの起点部（今回
の試走会のゴール）に設置した案内標識を確認
しています。

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/

